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要 旨：発達障害のある子どもを持つ親を対象に，子どもとのかかわり方を学ぶ訓練プ

ログラム（新潟大学方式親のスキル訓練プログラム，通称 NIP-SKIP）を開発した．プロ

グラムは応用行動分析の理論に基づく子どもへのかかわり方の学習（講義と演習），個別

の指導計画の作成，日常生活での実践，報告会（実践の評価）で構成された．さらに，36
名の発達障害のある子どもを持つ親を対象に４回シリーズのプログラムを実践し，アンケ

ート調査と報告会の内容を分析しプログラムの有効性を検証した．その結果，子どもの問

題行動の改善や親の肯定的な変化が報告され，プログラムの有効性が確認された． 
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Ⅰ．問題 

 
発達障害のある子どもの指導には親の役割

が最も重要であり，子どもとの良好な関係を築

くためには，親が養育技術を習得することが必

要である．また，発達障害のある子どもを持つ

親は，障害のない子どもを持つ親に比べてスト

レスが高いことが知られている（Nigg, & 
Hinshaw, 1998）．そこで養育技術の取得や親の

精神的安定のために，親訓練（以下，親支援プ

ログラムという）が考案され実施されてきた

(Elizabeth, Stormshak, & Dishion, 2005; Schaefer
& Briesmeister, 1996)． 親支援プログラムと

は，障害のある子どもを持つ親に対して，子ど

もの特性に応じた養育技術を教える教材を使

った学習会である．これまでにさまざまな親支

援プログラムが開発され実施されてきたが，行

動理論の講義と技法の取得を取り入れた行動

的親支援プログラムは，自閉症や知的障害

（Dillenburger,  Keenan,  Gallagher,  & McElhinney,
2004; 菅野・小林,1996 ; Eldevik, Eikeseth,  

Jahr, & Smith,2006)，ADHD（Fabiano,  & Pelham,
 2003 )などのさまざまな発達障害を対象に実

施され，問題行動の低減や自発的行動の増加な

ど，有効性が実証された．行動理論に基づく訓

練プログラムの内容は，ABC 分析・機能分析，

刺激性制御，強化スケジュール，分化強化など

である（長澤,2005)． 
また，ビデオモデリング等の実演( Elizabeth, 
Stormshak, & Dishion, 2005; Webster-Stratton,  
1994 ) や，グループディスカッションなどのグ

ループセッションが使用され( Ruffolo,  Kuhn, 
& Evans, 2005)，有効性が報告された． 
一方で，学習会参加への親の時間・コスト・

精神的負担，獲得した養育スキルの維持般化に

関する調査の不足，父親の学習会への参加の少

なさなどの問題が残されている．武蔵(2004)は，

親が継続的にプログラムに参加し，習得したス

キルを実際場面で適応し続けるためには，講義

だけではなく親を受け止め，親と協働して子ど

もを支援していくことが必要だと述べた．その

ためには，親の継続的支援の内容や方法（プロ

グラムのメニュー），指導形態（個別指導型，



集団指導型，出前指導型など）を検討する必要

がある． 
 ところで，近年親と学校の教師が協働で子ど

もを支援する指導モデルが開発され（長澤・松

岡,2003)，ADHD のある子どもを対象にその有

効性が確認された(古田島・長澤，2006)．長澤・

松岡(2003)は，教師と親が協働で子どもを支援

するためには，親を対象とした研修会の必要性

を指摘した．また，文部科学省(2005)は「特別

支援教育を推進するための制度の在り方につ

いて」を答申し，通常学級に在籍するいわゆる

軽度発達障害のある児童生徒への対応が急務

であることを報告した．通常学級に在籍する軽

度発達障害の子どもに必要な支援のひとつと

して，自己管理・自己解決スキルの獲得の必要

性が指摘され，具体的な指導方法が多く紹介さ

れた(長澤，2003a；2005; Shapiro & Cole, 
1994)．親自身も，子どもが学校生活や教科学

習での様々な問題や課題を自分で解決できる

ことを求めており（長澤,2001)，親支援プログ

ラムにも導入されている( Ruffolo,  Kuhn, & 
Evans, 2005)． 
 そこで，行動理論に基づく訓練方法を中心に，

自己管理・自己解決スキル獲得のためのメニュ

ー（講義，演習，実演）を導入し，継続的支援・

協働的支援を保障するための工夫（個別の指導

計画，アドバイザーによる継続支援，グループ

セッション）を導入した親支援プログラムとし

て，新潟大学方式親のスキル訓練プログラム

（ Niigata University Parenting Skills 
Training Program for Parents of Children 
with Disabilities: 通称 NIP- SKIP）を開発し

た．本研究の目的は，NIP-SKIP を実施し，参

加者による評価と子どもの行動の変化の評価

を通して，その有効性を検証することであった． 
 
● 
Ⅱ．方法 

 
１．NIP-SKIP 

(1)プログラムの内容 
 NIP-SKIP とは，障害のある子どもを持つ親

を対象とし，子どもへの具体的なかかわり方の

学習を支援する訓練プログラムである．その内

容は応用行動分析の理論に基づき，応用行動分

析の基礎と自己管理の指導，個別の指導計画の

作成と実践・評価であった．プログラムは全４

回で，１回２時間（120 分）で構成され，１か

ら３回までの間隔は１週間であり，３回目終了

から４回目の開催までは１ヶ月の間隔をあけ

た．その理由は，個別の指導計画を作成し実際

に効果を得るまでには，ある程度の時間が必要

であると考えたからであった． 
 プログラムの構成は表１の通りであった．な

お，講義内容はパワーポイント（マイクロソフ

ト社）で作成・提示し（図１），参加者に配布

した．講義で応用行動分析に基づいて説明する

ときは，専門用語の使用は必要最小限にし，説

明のあとには必ずアドバイザーがその用語を

使用する事例を実際に演じ，参加者が容易に理

解できるように工夫した．演習でのエクササイ

ズ，話し合い，発表では，各グループのアドバ

イザーが随時参加者の活動を支援した． 

 
図１ 講義に使用した資料（パワーポイント）の例 

ABC 分析を具体例に基づいて説明する 

 

表１ NIP-SKIP の内容 

具体例具体例具体例

泣く
自動販売機の存在

ジュースを
買ってもらえた

ますます泣くことが多くなった！

( )子どもの行動をかえる1

①講義： 分析、機能分析ABC

*②演習：自分の子どもの行動を分析する

③講義：先行条件の工夫、強化

*④演習：望ましい行動を考える

( )ひとりでできるように教える2

**①演習：自分の子どもの様子を紹介し合う

②講義：自己管理（セルフマネジメントスキルの指導方法）

自己解決（問題行動の自己解決法）

**③演習：片づけや準備の指導計画を考える、自己解決法エクササイズ

( )計画を立てる、記録する3

①講義：個別の指導計画

*②演習：子どもの指導計画を立てる

③講義：記録の取り方とチェックリストの作成

*④演習：標的行動をきめ、チェックリストを作成する

( )報告会4

**①演習：家庭で指導した結果を話し合う

**②演習：結果と評価を報告する

③認定証の授与

個別課題：参加者個々が課題に取り組む活動*

グループセッション：グループでのエクササイズ、話し合い、発表**
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プログラムの詳細な内容は次の通りであった． 
①第１回：子どもの行動をかえる 
 松岡(2003)の解説に基づき，応用行動分析の

基礎理論を紹介した． 
ｱ) 講義：ABC 分析，機能分析 

 応用行動分析の基本的な考え方である ABC
分析（子どもの行動を先行条件，行動，結果へ

の対応に分析すること）と行動の機能分析につ

いて，具体例（ジュースの自販機の前で泣いた

自閉症の子どもにジュースを買ってあげたと

ころ，以降ジュースの自販機を見ると泣くよう

になった事例，図１参照）を用いて説明した．

次に，問題行動にはいくつかの機能（要求，逃

避，注目，自己刺激，自己防衛）があることを

説明した． 
 ｲ) 演習：自分の子ども行動を分析する 
 講義のあと，参加者は自分の子どもの行動に

ついて日常よく見られる行動の中から一つ選

択し，ABC 分析を実施した．さらに，その行

動が問題と考えられる場合，どのような機能か

を特定した． 
 ｳ) 講義：先行条件の工夫，強化 
 子どもに新たな行動を教えたり問題行動を

かえたりするためには，先行条件を工夫するこ

とと，望ましい行動を強化することが大切であ

ることを説明した．先行条件の工夫の例として，

プロンプト，援助を遅らせる手がかり，視覚的

手がかり，課題分析を取り上げた．強化の説明

として，強化子の選択の仕方，上手なほめこと

ば，トークンエコノミー，分化強化を取り上げた． 
 ｴ) 演習：望ましい行動を考える 
 参加者は，ｲ)で選択した問題行動について，

どんな状態になって欲しいのかという，親の願

いに基づき望ましい行動を考えた． 
 プログラムの最後に，次回までの課題（先行

条件の工夫や強化の実施）を提示した． 
②第２回：ひとりでできるように教える 
 長澤(2003b ; 2005)の解説に基づき，自己管

理・自己解決を教える指導方法を紹介した． 
 ｱ) 演習：自分の子どもの様子を紹介し合う 
 グループごとに，子どもの実態・親の願いと

前回の課題（望ましい行動獲得のための先行条

件の工夫と強化の実施）について発表した．ア

ドバイザーはそれらの発表をまとめ，グループ

ごとに発表した． 
 ｲ) 講義：自己管理，自己解決 
 問題行動に陥らないためには自己肯定感を

育てることが重要であり，そのために自分で行

動を管理したり（自己管理，セルフマネジメン

ト），自分で問題を解決できるようにすること

（自己解決）が重要であることを解説した．さ

らに，自己管理を教える方法（大人がやってみ

せる・一緒にする・子どもがおこない大人は離

れて見守る）を，学校の準備をする・部屋の片

づけをするという事例を用いて説明した．次に，

問題を起こしたときの自己解決法（子どもの気

持ちの受容，問題の認識と解決への意欲，目標

設定，方法の選択，評価）について，「からか

われたときに友達をいきなり叩いた子どもの

事例」を用いて説明した． 
 ｳ) 演習：片づけや準備の指導，自己解決法

エクササイズ参加者は二人一組になり（大人と

子ども役），「明日学校で必要なものを準備す

る」というテーマで，大人役の参加者が子ども

役の参加者に準備の仕方を教えるエクササイ

ズを体験した．次に，「『早く学校の支度をしな

さい』といわれて親に反抗した子どもに望まし

い対応の仕方を教える」というテーマで，自己

解決法のエクササイズを体験した． 
 プログラムの最後に，次回までの課題（自己

管理の指導，自己解決法の実施）を提示した． 
③第３回：計画を立てる，記録する 
 長澤(2003c)の解説に基づき，個別の指導計画

の作成方法を紹介した． 
 ｱ) 講義：個別の指導計画 
 個別の指導計画の作成方法を解説した．内容

は，ニーズから目標をきめる考え方，実態把握

とニーズ調査の方法（諸検査，行動観察），長

期目標と短期目標，長期目標から短期目標をき

める方法（願いから具体目標をいくつか考え優

先順位をつける），指導方法・指導場面・指導

者の選択であった． 
 ｲ) 演習：子どもの指導計画を立てる 
 まず，参加者は前回の課題（自己管理の指導，

自己解決法の実施）について発表した．次に，

「①子どもの行動をかえる」で考えた「親の願

い」に基づき，子どもの長期目標と短期目標を

設定した． 
 ｳ) 講義：記録の取り方とチェックリストの

作成 
 子どもの行動変容と指導の効果の確認のた

めに客観的な記録が重要であることを解説し

た．次に，客観的な記録の取り方（チェックリ

スト，ビデオ記録，評定尺度法，テスト・検査

など）を紹介した．さらに，「ひとりで洋服を

着る」という事例に基づき，チェックリストの

作成方法を説明した． 
 



 ｴ) 演習：標的行動をきめ，チェックリスト

を作成する 
 参加者は，短期目標を評価するためにどのよ

うな行動（標的行動）を記録するかをきめた．

次に，標的行動を記録するためのチェックリス

トを作成した． 
 プログラムの最後に，次回までの課題（個別

の指導計画の作成，実施，記録のまとめ）を提

示した． 
④第４回：報告会 
 ｱ) 演習：家庭で指導した結果を話し合う 
 参加者は，一ヶ月の指導後目標が達成された

かどうか（できるようになったこと，かわった

こと），達成できた理由（効果があったと思わ

れるかかわり），親自身の変化（取り組むこと

によって親はどうかわったか）の３点について，

それぞれのグループごとに発表した． 
 ｲ) 演習：結果と評価を報告する 
 アドバイザーは，参加者の報告を簡潔にまと

め，上記の３点についてグループごとに発表し

た．その後，内容について質疑の時間を設けた． 
 ｳ) 認定書の授与 
 インストラクターは，各グループの代表に親

支援プログラム参加の認定書を授与し，各グル

ープのアドバイザーは，他の参加者へ認定書を

授与した．インストラクターは認定書の授与を

通して，参加者のスキルアップを評価し，今回

の成果を実生活での指導に生かして欲しいこ

とを伝えて終了した． 
 
(2)NIP-SKIP の特徴 
 NIP-SKIP の特徴は，次の６点であった． 
  ①講義と演習によって構成されている 
  ②グループセッションを設け，小グループ

による自己紹介や討議，結果報告などを

おこなう 
  ③各グループにアドバイザーを配置し，グ

ループセッションを運営したり参加者

の質問に答えたりする 
  ④メール等により，アドバイザーが参加者

のアフターケアを担当する（質問，欠席

者への対応など） 
  ⑤講義では指導技法をアドバイザーが実

際にロールプレイして理解を深めても

らう 
  ⑥参加者自身の子どもの個別の指導計画

を作成し，実践・評価する 
 
 

２．主催者，指導者，参加者 

(1)主催者 
NIP-SKIP は長澤が作成・企画し，Ａ養護 

学校の公開講座として開催した．また，軽度

発達障害児者親の会も協賛した． 
(2)指導者 

NIP-SKIP 実施の指導者は，①講義：長澤，

②アドバイザー：Ａ養護教員５名，長澤研究

室研修生（派遣教員，大学院生）４名であっ

た．いずれも事前に NIP-SKIP 実施のための

訓練を受けた．アドバイザーの教育等にかん

する経歴は表２の通りであった．表２に示す

ように，教員歴・特別支援教育の経験を有す

るか養護学校の免許を取得しており，アドバ

イザーとしての資格があると判断した． 
 

表２ アドバイザーのプロフィール 

(3)参加者 
参加者は障害のある子どもを持つ親 45 名で

あった．その内訳は，親の会の会員，一般公募

者であった．いずれもＡ養護公開講座の案内を

見て応募した．第４回すべての参加者は 36 名

であった（夫婦での参加２組）．参加者の子ど

もの実態は表３の通りであった． 
表３ 参加者の子どもの実態 

名前（性別） 教員経験年数 特別支援教育経験年数 養護学校教員免許状の有無

（年） （年）

( ) ５ 有A F 11

( ) ７ 有B F 21

( ) 有C M 19 14

( ) ５ 無D M 25

( ) 有E F 26 10

( ) 有F F 25 25

( ) ９ 有G M 15

( ) 有H M 13 11

( ) ０ ０ 有I F *

：女性、 ：男性F M

大学院生。小学校で教育相談員の経歴（２年）あり*

 

                                    人数        割合（％）               
  在籍                                                                         
   小学校通常                     15                 41.7                     
   小学校特殊                      9                 25.0                     
   中学校通常                      7                 19.4                     
   中学校特殊                      3                  8.3                     
   養護学校                        0                  0.0                     
   保育園                          2                  5.6                     
  障害名                                                                       
   自閉症                          5                 14.7                     
   高機能広汎性障害        26                 76.5                     
   ADHD                           1                  2.9                     
   学習障害                        1                  2.9                     
   その他                          1                  2.9                     
 

 参加者の子どもの数 34 名                                                        
  自閉症：広汎性発達障害で、知的障害を伴うもの                                   
 高機能自閉症：広汎性発達障害で、知的障害を伴わないもの 
（アスペルガー障害、高機能自閉症など）                
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３．NIP-SKIP の評価 

(１)参加者による NIP-SKIP の評価 
  ①報告会の評価 
   第４回目のプログラム（報告会）で，訓

練者（親）自身の変化，有効だった指導技

法について報告を依頼した． 
  ②アンケート調査 
   第４回目のプログラム終了直後にアン

ケート用紙を配布し，NIP-SKIP の評価を

依頼した．評価の内容は表５の通りであった． 
(2)子どもの行動の変化 
 第４回目のプログラムで，子どもの行動の

変化（指導目標の達成状況）の報告を依頼し

た． 
 

● 
Ⅲ．結果 

  
１．参加者による NIP-SKIP の評価 

(1)報告会の評価 
 報告会の参加者は 36 名（夫婦での参加２組）

であった． 
 ①親の変化 
  親の変化を表４に示した．「気持ちに余裕

がでてきた」「ほめる回数が増えた」などの

プラスの変化を報告した人は 29 名(85％)，
「みんなができているのに自分だけがうま

くいかずに落ち込んだ」などのマイナスの変

化を報告した人は２名(６％)であった．変化

の内容として，「いらいらすることが減った」

など内面の変化を報告した人は 17 名(50％)，
「叱らなくなった」など行動面での変化を報

告した人は 20 名(60％)であった． 
 ②効果があった指導法 
  実際に使用して効果があったと報告した

指導法は，先行条件の工夫では，自己管理法

10 件，チェックリスト９件，視覚的手がかり

８件，時間遅延法４件などであった．また， 
 

表４ 発表会報告の結果 

結果事象の工夫では，トークンなどの正の強化

17 件であった． 
(2)アンケート調査の結果 
 アンケート調査の結果（回答者 36 名）は表 
５の通りであった． 
 ①講座全体について 
  講座全体についての評価（平均値，以下同

様）は，3.77(1.27；標準偏差，以下同様)で
あった．指導者による説明や実演にかんする

評価は４点台であったが，演習など参加者主

体の活動にかんする評価は２点台であった． 
 ②アドバイザーについて 
  アドバイザーについての評価は，

4.45(1.27)であった．メールの満足度は

4.67(0.52)であった．アドバイザーにメール

を送った参加者は 36 名中７名であった． 
 ③記録について 
  記録の負担に関する評価は，2.53(1.17)，

2.72(1.07)であった．記録をとった参加者は

36 名中 30 名であった． 
 ④日程などの参加条件について 
  日程，場所，時間，参加条件についての評

価は，4.09(1.02)であった． 
 ⑤子どもの指導について 
  子どもの指導全体についての評価は，

3.9(0.67)であった． 
 

表５ 参加者による評価の結果 

 
  指導目標の達成度    達成   ほぼ達成   効果あり   変化なし         
                    20（47）    15(35)      ６(14)      ２(4)           
                                                                                 
  親自身の変化  プラスの変化    マイナスの変化    無回答           
             29(85)          ２(6)              ３(9)           
                                                                                 
                 内面の変化あり      行動面での変化あり                     
                   17(50)*                20(60)*                         
 
  数値は、指導目標：件数、親自身の変化：人数。かっこ内は％                       
         指導目標は、一人で複数設定あり                                       
 報告会発表数 34名                                                            
  * 重複回答あり                        

 

質問項目                            平均(M)  標準偏差(SD)
 

１．講座について                                      
 ・指導者の説明は、わかりやすかった          4.67 0.76        
 ・講座で使用した資料はわかりやすかった      4.39 0.9         
 ・講座内で行われた実演はわかりやすかった        4.33 0.86        
 ・演習は簡単だった                        2.74 1.01        
 ・グループでの話し合いや演習は役立った      4.17 0.81        
 ・指導計画の作成は簡単だった               2.33 0.89        
２．アドバイザーについて                              
 ・演習中のアドバイザーの支援は適切だった        4.23 1.16        
 ・メールによるアフターケアに満足できた      4.67 0.52        
 ・グループにアドバイザーがいてよかった      4.44 1.21        
３．記録について                                      
 ・子どもの行動の記録は簡単だった         2.53 1.17        
 ・記録をとることは、負担にならなかった      2.72 1.07        
４．日程、場所、時間、参加条件について                      
 ・参加者の人数は適当だった                3.89 0.99        
 ・開催場所は適当だった                      4.06 1.01        
 ・開催日は適当だった                       3.97 0.84        
 ・時間帯は適当だった                       3.94 0.89        
 ・グループの人数は適当だった               4.23 0.73        
 ・講座の時間（2時間）は適当だった         4.47 0.51        
５．子どもの指導について                              
 ・設定した子どもの行動が改善した            3.97 0.56        
 ・設定した行動以外の行動にも改善が見られた     3.87 0.59       
 ・1 ヶ月の指導結果に満足している                    3.86 0.83        
６．親自身について  .                                    
 ・子どもの行動に対する自分の対応は上達した          3.8 0.63        
 ・目標とした行動以外に対する自分の対応は上達した    3.74 0.66        
 ・今後子どもの問題にうまく対応する自信がある        3.33 0.68        
 

回答者 36 名                               



 ⑥親自身について 
  親自身にかんする全体の評価は，

3.63(0.84)であった． 
 
２．子どもの行動の変化 

参加者 36 名の子どもの数は 34 名であった

（夫婦での参加２組）． 
(1)指導目標（短期目標） 
第３回後に参加者が個々に作成した指導目

標は，自己管理スキル（学校の準備をする，食

後自分の食器を片づける，自分の部屋の掃除を

する），対人スキル（ゲームを順番にする，「話

していい？」と聞いてから話す，自分の気持ち

を伝える）など，合計 43 件であった（34 名分）． 
(2)指導目標の達成状況と子どもの変化（表４） 
報告会終了後 43 件の指導目標の結果につい

て，アドバイザーが４段階の評定尺度法により

評価したところ，達成できた 20 件(47％），ほ

ぼ達成できた 15 件(35％），達成できたとは言

えないが一定の効果があった６件(14％），変化

が見られなかった２件（４％）であった． 
 

● 
Ⅳ．考察 

 

１．NIP-SKIP の有効性 

(1)NIP-SKIP の評価 
 NIP-SKIP に参加し，個別の指導計画に基づ

いて子どもを指導した結果，「気持ちに余裕が

でた」などの肯定的な変化を報告した人の割合

が 85％と，極めて高かった．アンケート調査の

親自身についての評価でも約４点の評価を得

ており，子どもの指導に対する前向きな態度変

化が推測された．また，プログラムで学んだ指

導方法を実際に使用した件数ものべ 45 件と多

数報告され，実際に活用していることがうかが

われた．プログラム終了後の参加者によるアン

ケート調査では，講座全体（演習など参加者主

体の活動をのぞく），アドバイザー，参加条件，

子どもの指導については，ほとんどすべてが４

点前後と，高い評価を得た．このことから

NIP-SKIP の内容や実施にかんしては，おおむ

ね好評だったと言えた．特に，グループセッシ

ョン，アドバイザーによる支援，実演など

NIP-SKIPの特徴といえる支援は高く評価され

た． 
 このように NIP-SKIP が高い評価を得られ

た理由として次の要因が推測された．①講義が

具体的でしかも実例（実践）に基づきわかりや

すかったこと，②講義だけではなくグループセ

ッション等を取り入れるなど，さまざまなメニ

ューがあり参加者の動機付けを高めたこと，③

アドバイザーの配置により，参加者個々のニー

ズにある程度応じることができたこと，④子ど

もの行動改善が見られたり親のスキルアップ

から，親自身に気持ちの肯定的変化があったこ

と．とはいえ，プログラムそのものの効果だけ

ではなく，参加者のほとんどが親の会の会員で

あることや，このような親支援プログラムの実

施が少ないなどの地域的要因も高い評価の理

由として考えられた． 
 おおむね高い評価を得たとはいえ，指導計画

の作成や記録など参加者主体の活動に対する

評価は２点台と，評価は高くなかった．その理

由として考えられることは，限られた時間内で

個々の参加者が与えられた課題を遂行するこ

とが困難であったことであろう．参加者個人が

抱えている事例について，問題の分析や目標設

定，計画の作成等について，検討するだけの十

分な時間がとれなかったのではないかと推測

された．  
(2)子どもの行動の変化 
 親の指導による子どもの行動の変化をアド

バイザーが評定尺度法で評価したところ，達成

もしくはほぼ達成した指導目標が 82％と，ほと

んどの目標が達成できたことがわかった．アン

ケート結果でも，子どもの行動改善については

親自身も約４点と高く評価した．このことから，

NIP-SKIP に参加したことが，子どもの指導に

有効であったことがわかった． 
 以上の結果から，NIP-SKIP は発達障害のあ

る子どもを持つ親が養育技術を学ぶプログラ

ムとして有効であったと言えた． 
 
２．課題 

 演習，指導計画の作成，記録など，参加者が

主体となる活動の評価が２点台と低かったこ

とから，演習の在り方（内容・時間配分・支援

方法）や指導計画の作成方法・作成支援，記録

方法（記録用紙の工夫）・支援や，参加者一人

一人のニーズへの対応を検討することが必要

だと考えられた．参加者個々の事例や悩みへの

対応として，アドバイザーを活用することが必

要であろう．今回参加者 36 名中アドバイザー

にメールを送ったのは７名であった．指導計画

の作成など個々に課された課題遂行への負担

を少なくするためには，プログラム実施時間外

での個別支援だけではなく，プログラム実施時
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間内でのアドバイザーによる個別支援の時間

確保も必要だと思われた． 
 このような学習会では，参加者が養育スキル

を獲得することが重要であり，そのためには講

義形式以外の手法で指導することが必要であ

る．さらに，参加者個々の養育技術やニーズ，

子どもの特性に応じた支援も必要である．この

ことからアドバイザーの役割は重要である．今

回アドバイザーへの評価が高かったが，それは

アドバイザーの教職経験によるものだと推測

された．NIP-SKIP ではアドバイザーからの個

別支援が特徴でありアドバイザーの資質は重

要である．そこで，今後はアドバイザー養成プ

ログラムの開発が求められる． 
 なお，今回は子どもの行動改善のデータは参

加者による報告をもとにアドバイザーが評定

尺度で評価した．今後，行動改善の客観的デー

タ収集や生活場面での観察を通して，第三者に

よる子どもの行動改善にかかわる客観的な評

価が求められる． 
 このような親支援プログラムは医療現場で

多く実施されているが，学校などの教育現場で

の実施は少ない．発達障害のある子どもの支援

は，子どもにかかわるすべての大人が同じかか

わりをすることが重要である（長澤・松岡,2003)．
そのため親に対する積極的な指導技法習得支

援が必要であり，教育現場で積極的に開催する

ことが求められる． 
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